
別府，柿岡，豊原に於げる地電流の

太陰時愛化に就て

理事士栗原 正 三大

地電流の太陰時に伴ふ慶化に就て，Egedg〉は Ebroに於ける観測材料からごれを認めて

ゐる。我々の別府地球物理撃研究所に於ける如く，地電流と潮汐の雨方ぞ観測する所でこ

の爾者を比較すると，太陰時学日週明の襲化の針躍は相蛍に目に付く程度に明カ、である。

この論文は別府に於ける地電流の太陰時牟日週期の幾化を分析し，更に柿岡及び豊原に就

ての同様な調査の結果巻比較検討したものである、

>JIJ府に就ては，初め昭和11年12月14日121芋の月南中から昭和12年1月12日12時の月南中

までの一太陰月に就て太陰時で時値を讃取り，之を統計しに。その結果は東西分値に就て

0.76 sin(t+25I')十2.33sih(2t+146')+……-

但し振幅の軍1itは 10→Volt/100m であり，東方電fltが高きときに正競を用ゐTニ。

我々は太陽時の時値ぞ読取って居るから，之ヰヒ用ゐτ潮汐の調和分析と同様な方法で，

_1:と同一期間に就て統計した結果は

1.09sin(t十237')+2.21sin(21十146')十・-….....

この方法では太|生時の各時の前後30分以内の{直径讃取るのであるから，若し読取った太陽

11寺の時値が太陰時の上に一様に分布して，その教が充分に大きくなれば，理論上員ーの値と

か hる方法による値との比は，半日遡期に就ては1.012: 1となる筈である。このごつの方

法の比較から見て太陰牟日項を求めるのに，太陽時の時値を用ゐてもよいことが分かる円

以下に事けた結果は綿てこの第二の方法によったものである。

別府に就て東西分値は昭和11年10月15日から昭和12年3月13日までの聞に五太陰月をと

って，全部のLIからの時値を何等の細工もせ歩、に統計しすこ A 南北分値は降雨の際に擾乱さ

れるので昭和11年11月14日から昭和12fド2月11日まで三太陰月冶辛うじて統計したが，そ

の結果に就ては確言し難い A 全期間ぞ統計しすこ結果は第一闘に示す通りである。この闘を・

(1) Terr. Mag.， 42(1937)， 179ー 1810
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月1]府，柿岡，閉原に於げろま也電流の太陰時餐化に就て

見ると東西分値では略大l室半日項が抽出ぎれに事が分かる。南北分値は寧ろ一日項が優勢

なる如き襲化を示して居るー偽各太陰月及び全期間に就て調和分析を行ひ， 各成分-a決定

した結果は第一表の如くである。表中のん，L;" ;.1' ;'2 ，ま究式で奥へられる。

L1sin(t十A1)十4sin(21十)'2)十……-…・・

東西分値に就ては東方電位が，南北分値に就ては北方電位が高き時に正就を用ゐfニっ

第一表月1]府に於げ5太陰降雪量化

東 西 分値 南 オヒ 分催

太 月

…~ml ~， I wmll L， I L2 I ~，
λ 
4 L， I L2 I 

A，弘
4
前

昭和11年10月15日12時一11月14日12時 2.43 1.87 80
。 120
。

11月14日12時一12月14日12時 5，78 1.51 348
。
317
。
1.27 0.61 241

。 333。

12月14日12時一 1月12日12時 0.76 2.38 251
。
146
。
1.18 0.34 228

。
260
。

Bs利12年 1月12日12時-2月11日12時 0.72 1.83 163
。 163
。 1.91 0.8G 276。 282。

2月11日12時-3月13日13時 1.82 3.09 259
。
147
。

111.3712.031168
0 

1143
0 

II

細川1年11月14ト

[ 
昭和12年2月11日〕

畷和11年10月町一昭和112年 3月間 山 2.03I 1町回。1.36I 0.51 I 252
0 

I 2鉛

各 月 の .:zp. 均 II~I~ 11 
1.45 
1 

0.60 
1 

11月一12月は絶封値が大会な費化をして居るのでムが非常に大きくなり， 1̂1 2̂も他の

月と著しく異って居るが，全躍として見ると，L1は月によって大小ある も， んは略一致

した値になって居る。更に i'l，izに就ても同様な事が言へる。 )2が略等しいから従って各

月のんの卒均値は全期聞から出るんの値と殆んど等しくなる。然るにL1は各月の卒均

値よりも全期間の値F甚?ごしく小で、ある。是から見てん は定常的であってーク月位の材

料から大韓の大さぞ見出し得るが，LIは若し期間ぞ更に長くとれば，更に減少し行くと思

はれる。従ってムを決定するには充分長い期間の材料を必要とする。郎ちん，).2は之?こ

けの材料から定常的な値が得られたものと見てよからう。南北分値に就ては振幅が小きい

ので‘上に遁べ、すこ遁りになって居ない、

ニミで用ゐナこ潮汐調和分析の方法は地電流の如き場合には日襲化が時によって大小ある

襲化をするので，太陽時の日鍵化が残って来る恐れがあるから，之と比較する鴛に太陽時

円盤化の卒均を上と同一期間に就て出して見fこ。第二表中の SJ;え併は吹式で奥へられる

Stsin(t十回1)+品sin(2t十内)+品sin(3t十)'13)十……..
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別府，柿岡.!I原lこ於げろ地電流の太除時餐化に就て

第二表日Ij府に於げ志太陽時餐化

|s， I S2 1 S. 1 会 11 ~中， 1 偽

東西分値

南北分値

東西分値の一日項が特に大きいのは海岸の影響と思はれるが， _. /f太陰時盤化に於ては

一日項は比較的小さし而も期間在長くとれば夏に減少すると思はれる。卒日項に就ては

東西分値のんと品とは殆んど同程度の大さ冶有する。然るに南北分値に就てはぬは

相嘗大去いに係らす，んは造かに小きくなって居るC 第二園は太陰時及び太陽時の日襲化

のグェクトル岡ぞ示しにものであるが，之から見ると前者は後者の約1/3の大さを示して

居る。要するに別府に於ては太陰時牟日週明J)後化は太陽時日雛化と殆んど比較し得る程

度の大きそ有する事になって居る。

此大|富守幾化の原因が何であるかと考へて見るに，第一に惟界自t現象，第二には局所的

現象として潮流から誘担されるもの， この二つに疑がかミる。之を詳細に議論するに先っ

て，湖岸より比較畝距る村岡及び豊原に就て広様な統計ぞ行った。 但し擾苗L 日は除~， x 
著しく前後と異る値を平滑iこした。全期;聞の:zp:均:ま第一固に示しである。柿聞は別府と同

様~西分値が咳瞭:こ太陰半日項の存在ぞ示して居る。而もその大さは別府と同じ程度であ

る。南北分値が甚f:しく小さい貼も別府に似て居る。豊原:ま爾分値共に太陰時雪量化は小さ

いが，然し比較的明瞭tこ抽出せられて居る。柿岡及び豊原の場合も各太陰月及び全期間に

就て調和分析ぞ行った。その結果は第三表及び第四表に示されて居る。

第三ー友 柿阿に於げる太陰時ー獲化

太 除 月

日目和 8年 1月26日12時一生月25日12時

2月25日12時-3月26日12時

3月26日12時一 4月お日1'2時

4月25日12時-5月24日12時

5月24日12時-6月23日12時

6月23日12時一 7月22日11&寺

会 期 間|

(s{.l利8年 1月26日12時一7月22日11時)I 

各月の平均 11 

::;|;;;lz:|13:||;:;l119|65 

0.80 11山 1122.1

東西分値

キrElhalh
1.67 I 2.72 I 328・I128・

10612|;;;:|:;;: 
1.01 

0.99 1.99 3. I 119。
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南北分低

×10-4V/l00m 
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別府，怖岡，塑原[:.於げ5地司Z流の太陰E幸型軽イbに就て

第四表噂原に於げろ大陰時努化

東 西 分{直 南 北 分値

太 陰 月 …/ 1~~ml ~， I 
L， I L2 入

~ 
1 I .......Z 

昭和 8年 1月26日12時一 2月25日12時 0.076 0.637 23。 188・ 0.045 0.220 64。 240。
2月25日12時-3月26日12時 0.157 0.644 2070 216。 0.045 0.313 27。 253。

3月 26 日 12時一 4J~25 日 12時 0.513 0.244 2770 222。 0.992 0.654 99。 141。

4月25日12時一 5月24日12時 0.142 0.718 450 251。 0.238 0.326 33。 2880 

5月24日12時一 6月23日1ワ時 0.323 0.383 16。 229。 0.080 0.216 270。 3380 

6月23日12時一 7月22日11時 0.262 0.728 252。 2170 0.036 0.222 214。 234。

ご1Jト」
各 月 の 平 均 0加 10悶 11 0.239 1 0.3251 

柿原，豊原に就ても別府と同様にムは月じよって可なり大小があり，更に長期間に就

て統計すれば更に減少すると忠はれる， んは大韓定常的な値が得られにと思はれるザ但

し柿闘の南北分値に就ては半円羽は位相も極々であり，大さも特l二6-7月が不調和に大

きし他は綿て極めて小さい 従って全期聞の卒均の値も備考慮の蝕地があると見なけれ

ばならない、豊原の南北分値に於ても全期聞のんは各月の平均値よ 'J透かに小さく出て

ゐるが，之は 3-4月に絶針値が大きし、唆イヒベヒしずニ鴛tこ，ム，ムが非常'j，こ大多くなり，然

も-)2が著しく他の月の値と異って居る錆であって3 之も確賓とは言ひ難し、ο

向柿岡及び豊原に就て，昭和8年 1月カ、ら 7月までの材料与を用ゐて太陽時日費化そ出し

て見仁。その結果は第五表に示しである

第五表柿岡立Eに盟原に於げる太陽時愛化

X-4Voltjl00m 

S， S2 S. 
中E 中2 中B 中‘

東西分 f直 3.22 3.01 2.35 140。 46。

柿岡
南北分{直 1.37 0.79 0.85 145。 69' 

|東西分値 |
1.34 1.46 1.40 0.78 158。 260 222。 70。

型原 南北分 f直 0.85 0.78 0.76 0.22 236。 870 261。 87。

太陽時及び太陰時日受化のグz ク トJレ聞は第二聞に示しであるが，之を見ると雨慶化の

大きさの比は別府の場合と同様殆んど 3:1の割合になって居る。尤も之が全部純梓なる大

l室時襲化と見ることは出来ないであらうが，今顕著なる分値に就て太陰宇日項と太陽学日

(385 ) 



別府，怖岡，型原，-於げろ地電流の太陰時型軽化に就て
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別府.柿阿，t型原:於げる地電流の太陰時努化!こ就て

項との比そ作って見ると， ，81j府(東西)~ま約 0ム柿岡(収西) 1/2，豊原(東西)1/3，とな

って居る。

初め意外に忠はれたのは柿岡の太陰時聖堂化が殆ん左別府と同じ程度に大きい事であつに

然し考へて見ると柿聞は太平洋岸から30粁以上入って居るが，その海岸線は 100粁以上も

殆んど南北方面に走ってゐるのであって，是fごけでi~iの潮汐の影響でないと til、事は言lま

れないと思ふ。向海岸との関係から別府と同様東西分値が大きく且明瞭であることも好都

合l二忠ばれるるこれに反し豊原は東及び南に始んど両距離に海岸が存在して居る事から，

その影響が他の二観測地のそれと異ることは理解せられる。

然らば果して地電流の太|食時艶化は海の潮汐の影響で、あるか，この断定に封して疑問と

なるのは柿岡と別府の太|塗時受化の位相である、 i~ J.旨見ると柿岡にて東高の極大は月南中

より約一時間前に起る。そして之と略同一時刻に別府にて矢張東高の極大となって居る、

然るにーか海の潮汐では雨所に於て同時には起って居ない これに就て先づ調べなければ

ならないのは観測せられる地電流の方向に就てどある。別府に就ては再三吟味して確めに。

柿聞に就ては報告に少し疑問の鈷があ7こつので，所長今道周一氏に照舎し7こ所，懇切なる

親書を得て，之に基いて方向を決定したものである。

兎に角是は地電流の大陰時態化が潮汐の器響による局所的現象であると断定するのtこ不

都合に見える事賓である、然し又これだけで此現象を世界共通の原因に由るものと見るの

は早計と言はなければならなし、。此関係を明か心する震に大陸内部の観測の結果が護表せ

られんことぞ望むのであるが，最近仰園の RougerieはParcSt. l¥1ourの材料で統計しすこ

抄約を麓表したが惜い、ことt二は南北分値のみを出して居る。日本内でも東西の海岸線Iこ

近い地貼に就ての調査が望ましb、と思ふ。

此問題ぞ疑問の裡に残して，以 lニの統計の結果から言ひ得ることは

1. 日本の観測では地電流の大陰時t二件ふ幾化は著しく大きいこと，卸ち顕著な分値に

就ては太陽学日項に封して太陰牟日項は約 1-1/3位の値となる。

2. 太陰牟日;項は相嘗に規則正しく，従ってーク月の材料から大躍の大きさが決定せら

れる。

3. 別府，柿闘の東西分値に於ては，額箸なること。

(2) C.-R. Acad. Sci.， Paris， 205(1937)，1252ー12530
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月1J府，柿岡，豊原:こ於げる地電流の太陰時費化に就て

向以上のことから地電流の日費化に就ての議論には此太陰時愛化は嘗然考慮に入れられ

なりればならないことが明かである。

終りに，本研究ぽ終始長谷川教授の御指導によって港行したものである。叉著者が京都

帝園大摩大串院事生としτ岩垂氏の奨皐賞金ぞ受けて此研究を績けたものであって， この

雨氏に射して深〈感謝乃意を表する次第である。

補温前掲の Ebroの報告は南北分値のみについて統計して結果であるから，全慶化の

慨略ぞ見る鴛に， 1933年9月， 1934年2月及び6月の材料そ用ひて太陰時及び太陽時費化

を統計して見に。その結果は第六表心示す遁りである 但し太陽時襲化にはグリニッチ懐

準時を用いすこc

第六表(ー)太 l安時餐化

東 西 分 f直

1 ~. 

1933年 9月1日23時一 9月初日23時

1934年 2月1日1時-2月28日24時 0111016121・1177。
問

東

南

6月1日3時一 6月29日2時 0.17 I 0.06 I 870 I 181・

合 計

Sl 

凶 ，F、F 1直
~1: 分 値 ， 10.97 

l0.13 I 仏~~_j~1~8:J1

(二〉 太陽日幸俊化

x 10-4Volt/100田

S. S. • S ‘ 
回，

a8;主?0.49 310。
5.13 I 2.84 0.84 21・

南北分値

×10・.4V/100ml 

L1 1 L. 1λI .̂ 
2.34 4.46 420 247。

2.98 2.39 256・180。
1.13 2.56 216。 202。

<:_~L2.6612720 12180 

戸2 争， 手‘

146・ 315。 2370 

東西分値は僅か2タ月の材料そ用ひて統計したものであり，且材料が念に不連績的に型

化してゐる箇所が二三ある鴛に，ニミに得られた結果は確賓とは言ひ難いが兎に角費化は

小さし・と見られる 南北分値は相蛍明瞭に抽出せられてゐ，之は Egedalの結果とも一致

する。 Ebroに於ても日本に於けると同様太陽時と太陰時日慶化との大さの比はk.韓 3:1 

の割合になって居る。
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